
 

 

 
 

携帯電話とＧＰＳ及び地図情報を組み合わせて、利用者の位置を携帯電話の画面にリア

ルタイムに表示する通信システムを開発しました。 
 
 
この通信システムの特徴 
 ○自己位置、他の利用者の位置を携帯電話にリアルタイム表示（約４秒間隔） 
 ○Ｊａｖａプログラムのダウンロードで携帯電話に位置表示（通信費が安価） 
 ○携帯電話、ＧＰＳ、パソコンのシステム構成（設備費が安価） 

各端末の位置を
リアルタイム表示

GPS衛星

Javaアプリダウンロード

端末の認証

アプリの起動

位置画像受信

ネットワーク網

・GPSから位置情報取得
・位置情報の送信

小型GPS
ユニット

GPS搭載携帯電話

・GPSから位置情報取得
・位置情報の送信

専用小型GPS端末
・携帯端末からの位置情報を受信
・現在位置の表示
・軌跡表示
・地図データの抽出・加工（JPEG圧縮）
・端末の認証
・画像の伝送
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この通信システムの用途 
 地理情報を用いた汎用性の高い管理システムの開発や徘徊老人の追跡システム、犯罪・

事故等の通報システム等の開発に利用できます。 
 
 
 ＊技術移転先：㈱伊予エンジニアリング（徘徊老人追跡システムとして商品化） 
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